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は
じ
め
に

　

ま
さ
か
、
の
出
来
事
が
起
こ
っ
た
。
神
会
は
無
念
の
思
想
と
境
界
と
を
李
通
玄
か
ら
学
ん
だ
の

で
あ
る
。
無
念
の
思
想
と
境
界
と
言
え
ば
、『
六
祖
壇
経
』
に
「
無
念
を
立
て
て
宗
と
為
す
」
と

あ
る
よ
う
に
、又
、『
神
会
語
録
』に
も
全
く
同
じ
く「
無
念
を
立
て
て
宗
と
為
す
」と
あ
る
よ
う
に
、

南
宗
禅
の
根
本
の
思
想
と
境
界
と
で
あ
り
、
神
会
の
禅
の
根
本
の
思
想
と
境
界
と
で
も
あ
る
。
そ

の
無
念
の
思
想
と
境
界
と
が
李
通
玄
に
由
来
す
る
こ
と
を
本
拙
書
は
論
證
す
る
も
の
で
あ
る
。
胡こ

適せ
き

も
、
鈴
木
大
拙
も
、
宇
井
伯
壽
も
、
柳
田
聖
山
も
、
誰
一
人
、
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、

禅
思
想
研
究
上
の
、
或
い
は
、
禅
思
想
史
研
究
上
の
大
発
見
で
あ
る
と
自
負
す
る
次
第
で
あ
る
。

　

従
来
の
禅
思
想
研
究
の
、
或
い
は
禅
思
想
史
研
究
の
基
準
の
人
物
は
教
禅
一
致
説
を
唱
え
た
宗
し
ゅ
う

密み
つ

で
あ
り
、
基
準
の
典
籍
は
宗
密
の
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
基
準
の

人
物
は
教
禅
相
即
円
融
（
説
）
の
立
場
に
立
つ
李
通
玄
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
基
準
の
典
籍
は
李

通
玄
の
『
新
華
厳
経
論
』
四
十
巻
と
『
略
釈
新
華
厳
経
修
行
次
第
決
疑
論
』
四
巻
と
『
解げ

明
み
ょ
う

顕け
ん
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智ち

成
じ
ょ
う

悲ひ

十
じ
ゅ
う

明
み
ょ
う

論ろ
ん

』
一
巻
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
禅
思
想
研
究
も
禅
思
想
史
研
究
も
大
転
換
を
、

大
変
革
を
せ
ま
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
胡
適
、
鈴
木
大
拙
、
宇
井
伯
壽
、
柳
田
聖
山
ら
に
よ
る
南
宗
禅
思
想
・
思
想
史
研

究
の
す
べ
て
が
、
と
り
わ
け
そ
の
根
本
的
な
部
分
が
、
い
や
南
宗
禅
思
想
・
思
想
史
に
関
す
る
過

去
の
研
究
の
す
べ
て
が
、
土
台
の
部
分
の
崩
壊
に
よ
り
、
砂
上
の
楼
閣
と
化
し
て
し
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
、
宗
密
の
教
禅
一
致
説
な
ど
も
、
と
り
わ
け
そ
の
根
本
的
な
部
分
は
、
い

や
枝
末
の
部
分
に
到
る
ま
で
、
こ
れ
又
、
砂
上
の
楼
閣
と
化
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

何
と
な
れ
ば
、
後
で
詳
し
く
論
ず
る
が
、
李
通
玄
の
教
即
禅
の
禅
が
、
教
禅
相
即
円
融
の
禅
が
、

そ
の
ま
ま
で
南
宗
禅
そ
の
も
の
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
一
致
も
何
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
一
致
も
何

も
な
い
、
と
言
い
得
る
根
本
の
理わ

由け

は
、
論
ず
る
ま
で
も
な
く
教
禅
一
致
説
と
い
う
の
は
、
教
と

禅
と
が
本
来
、
分
離
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
学
説
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
宗

密
に
軸
足
を
置
い
た
石
井
修
道
や
吉
津
宜
英
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
禅
学
者
た
ち
の
諸
研
究

も
、
や
は
り
そ
の
根
本
的
な
部
分
が
、
い
や
そ
の
枝
葉
の
部
分
ま
で
も
が
、
幻
の
楼
閣
の
存
在
と
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化
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、『
大
正
大
蔵
経
』（「
大
正
」
と
略
称
）
所
収
の
も
の
と
楊
曽

文
編
『
神
会
和
尚
禅
話
録
』（「
神
録
」
と
略
称
）
と
で
あ
る
。

　
　
　

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
義
臨
済
禅
宗　

宗
祖

華
厳
学
研
究
所　

所
長　
　

小
島
岱
山　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

博
士
（
文
学
）

　

富
士
北
麓　

華け

厳ご
ん

三さ
ん

聖
し
ょ
う

円え
ん

融ゆ
う

観か
ん

法ぼ
う

修し
ゅ

禅ぜ
ん

堂ど
う

に
て
記
す
。
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一　
　

李
通
玄
の
生
没
年
代
と
著
作
年
代

　

李
通
玄
は
西
暦
六
三
五
年
に
中
国
山
西
省
の
省
都
、
太
原
（
唐
代
に
は
北
京
と
称
さ
れ
た
こ
と

も
あ
る
）
で
生
ま
れ
、
西
暦
七
三
〇
年
に
同
じ
く
山
西
省
の
寿
陽
県
の
方
山
で
亡
く
な
っ
た
。
数

え
年ど
し

で
九
十
六
歳
で
の
示
寂
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
李
通
玄
が
仏
学
に
志
し
た
の
は
四
十
二
、
三

歳
の
頃
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
易
を
中
心
と
し
た
三
玄
の
学
の
研
究
に
携
わ
っ
て
い
た
が
、
三
玄

の
学
に
は
慈
悲
の
心し
ん

行ぎ
ょ
うが

な
い
こ
と
に
不
満
を
感
じ
、
心
を
『
華
厳
経
』
の
研
究
に
移
し
た
。
仏

教
に
つ
い
て
は
晩
学
で
あ
っ
た
た
め
に
、『
八
十
巻
華
厳
経
』
の
注
釈
書
で
あ
る
主
著
の
『
新
華

厳
経
論
』
四
十
巻
を
著
し
た
の
は
、李
通
玄
が
七
十
五
歳
か
ら
八
十
五
歳
に
か
け
て
の
時
で
あ
り
、

八
十
五
歳
か
ら
九
十
歳
ま
で
の
間
に
、『
略
釈
新
華
厳
経
修
行
次
第
決
疑
論
』（
以
下
、『
決
疑
論
』

と
略
称
）
四
巻
を
撰
述
し
、空
思
想
の
実
践
論
書
で
あ
る
『
解
明
顕
智
成
悲
十
明
論
』（
以
下
、『
十

明
論
』
と
略
称
）
一
巻
を
著
し
た
の
は
、
九
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
李
通
玄
の
著

作
を
撰
述
年
代
順
に
記
す
と
、『
新
華
厳
経
論
』
四
十
巻
は
西
暦
七
二
〇
年
頃
ま
で
に
は
、又
、『
決
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疑
論
』
は
西
暦
七
二
五
年
頃
ま
で
に
は
、
さ
ら
に
は
『
十
明
論
』
は
西
暦
七
三
〇
年
（
李
通
玄
の

示
寂
の
年
）
ま
で
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
撰
述
さ
れ
て
い
た
と
知
ら
れ
る
。

　

つ
い
で
な
が
ら
、
李
通
玄
の
中
国
仏
教
に
於
け
る
華
厳
思
想
史
上
の
位
置
に
つ
い
て
、
又
、
今

日
に
至
る
ま
で
全
く
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
李
通
玄
の
禅
と
そ
の
思
想
的
特
質
と
に
つ
い
て
極
め
て

簡
単
に
で
は
あ
る
が
述
べ
て
お
こ
う
。
中
国
華
厳
思
想
の
流
れ
に
は
、
智
儼
、
法
蔵
、
澄
観
、
宗

密
と
続
く
、
終
南
山
系
華
厳
思
想
の
流
れ
と
、
霊
弁
、
解
脱
、
明
曜
、
李
通
玄
と
続
く
、
五ご

台た
い

山ざ
ん

系
華
厳
思
想
の
流
れ
と
の
二
つ
の
大
き
な
流
れ
が
あ
っ
た
。
前
者
の
終
南
山
系
華
厳
思
想
の
流
れ

は
、
貴
族
的
で
理
論
的
な
華
厳
思
想
の
流
れ
で
あ
り
、『
華
厳
経
』
そ
の
も
の
か
ら
は
離
れ
た
、

教
学
に
依
る
華
厳
思
想
、
す
な
わ
ち
「
無
」
を
頓
教
の
禅
に
、「
一
即
一
切
」
を
華
厳
一
乗
円
教

に
配
し
た
、
禅
と
教
と
が
分
離
し
た
華
厳
思
想
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
一
を
根
本
と
す
る
一
即
一

切
の
構
造
の
華
厳
思
想
の
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
終
南
山
系
華
厳
思
想
の
大
成
者
は
法
蔵
で

あ
る
。
一
方
、
後
者
の
五
台
山
系
華
厳
思
想
の
流
れ
は
、
民
衆
的
で
実
践
的
な
華
厳
思
想
の
流
れ

で
あ
り
、『
華
厳
経
』
そ
の
も
の
に
基
づ
く
、『
華
厳
経
』
の
全
品
の
思
想
を
踏
ま
え
た
華
厳
思
想
、
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す
な
わ
ち
、
例
え
ば
『
八
十
巻
華
厳
経
』
の
「
入
法
界
品
」
に
「
心
に
分
別
無な

く
し
て
普
く
諸
法

を
知
り
（
＝
教
）、
一
身
端
坐
し
て
法
界
に
充
満
す
（
＝
禅
）」
と
あ
る
通
り
、
教
と
禅
と
が
教
即

禅
と
な
っ
て
い
る
、
つ
ま
り
は
教
と
禅
と
が
相
即
円
融
し
て
い
る
、
要
す
る
に
教
禅
相
即
円
融
の

華
厳
思
想
の
流
れ
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
同
じ
く
『
八
十
巻
華
厳
経
』
の
「
光
明
覚
品
」

に
「
一
念
に
（
＝
一
）
無
量
劫
を
観
ず
る
は
（
＝
一
切
）、
去ゆ

く
こ
と
無
く
来
る
こ
と
無
く
、
亦
、

住と
ど

ま
る
こ
と
無
け
れ
ば
な
り
（
＝
無
）」
と
あ
る
通
り
、
無
（
空
）
を
根
本
と
す
る
一
即
一
切
即

無
の
構
造
の
華
厳
思
想
の
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
五
台
山
系
華
厳
思
想
の
大
成
者
は
李
通
玄

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
李
通
玄
は
、
教
禅
相
即
円
融
の
立
場
を
踏
ま
え
た
法
界
自
性
無
修
無
證
無
作
無
相
無

心
禅
（
主
に
『
決
疑
論
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
李
通
玄
の
全
著
作
か
ら
関
連
の
思
想
、
境
界

を
取
り
出
し
て
、筆
者
が
此
の
様
に
ま
と
め
た
も
の
。
な
お
「
法
界
自
性
」
は
「
法
界
の
自
性
は
」

の
意
味
で
あ
る
。
な
お
又
、「
法
界
」
を
「
一
切
諸
法
」
と
置
き
換
え
て
も
よ
い
）
と
い
う
極
頓

の
禅
を
構
築
し
て
い
る
。
こ
の
極
頓
の
禅
に
よ
っ
て
、
李
通
玄
は
無
念
と
い
う
悟
り
の
境
界
を
体
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得
し
た
。「
無
念
力
」（
大
正
三
六
、
七
八
〇
中
）
と
い
う
言
葉
が
、
そ
の
こ
と
を
端
的
に
證
明
し

て
い
る
。
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
李
通
玄
の
無
念
と
い
う
悟
り
の
境
界
に
注
目
し
、
李
通
玄

か
ら
学
ん
だ
、
そ
の
無
念
と
い
う
悟
り
の
境
界
を
自
み
ず
か

ら
の
禅
の
根
本
に
据
え
た
の
が
神
会
で
あ
っ

た
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
無
念
を
立
て
て
宗
と
為
す
」（
大
正
三
八
、
三
三
八
下
。
神
録
・

正
編
一
〇
頁
）
と
い
う
の
が
南
宗
禅
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
南
宗
禅
の
実
質
上
の
祖
は
李
通
玄
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
神
会
、
澄
観
（
七
三
八
～
八
三
九
）、
宗
密
（
七
八
〇
～
八
四
一
）
ら
に
よ
っ

て
、
こ
の
李
通
玄
の
極
頓
の
禅
は
隠
蔽
さ
れ
、
排
除
さ
れ
、
黙
殺
さ
れ
、
抹
殺
さ
れ
続
け
た
の
で

あ
る
が
、
本
拙
論
に
於
い
て
、
実
に
千
三
百
年
ぶ
り
に
漸
く
日
の
目
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
何
故
に
、
こ
の
李
通
玄
の
極
頓
の
禅
が
隠
蔽
、
排
除
、
黙
殺
、
抹
殺
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
に
つ
い
て
は
、
本
拙
書
の
「
四　
　

何
故
に
神
会
は
無
念

の
思
想
と
境
界
と
を
李
通
玄
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
隠
し
た
の
か
」
を
御
参
照
下
さ
い
。
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二　
　

神
会
の
生
没
年
代
並
び
に
李
通
玄
と
の
生
没
年
代
上
及
び
撰
述
年
代
上
の
関
係

　

次
に
神
会
で
あ
る
が
、
神
会
は
西
暦
六
八
四
年
、
湖
北
省
の
襄
陽
に
生
ま
れ
、
西
暦
七
五
八
年
、

湖
北
省
の
荊
州
開
元
寺
般
若
院
で
示
寂
し
た
と
さ
れ
る
。
世
寿
は
数
え
年
で
七
十
五
歳
と
な
る
。

李
通
玄
が
四
十
九
歳
の
時
に
神
会
は
出
生
し
、
李
通
玄
が
寂
し
た
時
、
神
会
は
四
十
六
歳
で
あ
っ

た
。
又
、
李
通
玄
が
主
著
の
『
新
華
厳
経
論
』
四
十
巻
の
執
筆
に
専
念
し
て
い
た
の
は
、
神
会
が

二
十
代
の
半な
か

ば
か
ら
三
十
代
の
半
ば
に
か
け
て
の
頃
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
神
会
に
は
三
十
代

の
半
ば
以
後
、
示
寂
の
年と
し

に
至
る
ま
で
『
新
華
厳
経
論
』
四
十
巻
を
研
究
す
る
時
間
が
充
分
す
ぎ

る
ほ
ど
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
勿
論
、
李
通
玄
の
他
の
著
作
に
も
目
を
通
す
こ
と
は
で

き
た
の
で
あ
り
、
事
実
、
神
会
の
般
若
の
空
智
慧
へ
の
確
信
は
、
李
通
玄
の
最
後
の
著
作
で
あ
り
、

実
質
上
、
南
宗
禅
の
根
本
の
実
践
書
と
言
え
る
『
十
明
論
』
を
読
ん
で
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

李
通
玄
の『
新
華
厳
経
論
』四
十
巻
は
、『
六
十
巻
華
厳
経
』よ
り
も
遙
か
に
整
っ
た
内
容
と
な
っ

て
い
る
『
八
十
巻
華
厳
経
』
に
つ
い
て
の
、
し
か
も
新
着
の
『
八
十
巻
華
厳
経
』
に
つ
い
て
の
最
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初
の
ま
と
ま
っ
た
、
全
品
に
わ
た
る
注
釈
書
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
こ
の
『
八
十
巻
華
厳
経
』
に

対
し
て
は
則
天
武
后
が
唐
王
朝
を
支
え
る
、唐
王
朝
を
象
徴
す
る
経
典
で
あ
る
と
宣
言
し
た
の
で
、

李
通
玄
の
『
新
華
厳
経
論
』
四
十
巻
は
、出
版
直
後
よ
り
世
の
注
目
を
大
い
に
浴
び
る
こ
と
に
な
っ

た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
一
人
が
神
会
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
李
通
玄
の
『
新
華
厳
経

論
』
の
伝
播
は
、
我
々
が
考
え
る
よ
り
も
、
は
る
か
に
早
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の

は
、李
通
玄
が
住
し
て
い
た
、し
か
も
唐
王
朝
の
発
祥
の
地
で
あ
る
太
原
は
、則
天
武
后
が
事
実
上
、

唐
王
朝
の
権
力
を
奪
取
し
た
西
暦
六
八
四
年
を
境
に
、
長
安
と
急
速
に
緊
密
な
関
係
に
な
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
則
天
武
后
が
太
原
の
出
身
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
約
三
十
五
年

後
、
李
通
玄
の
著
作
が
次
々
と
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
に
は
、
太
原
と
長
安
と
は
、
一

層
緊
密
な
状
態
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
李
通
玄
の
動
向
も
、

ほ
と
ん
ど
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
、
逐
一
、
長
安
の
人
々
の
耳
に
入
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の

上
、
李
通
玄
は
唐
王
朝
の
本
家
筋
に
当
た
る
家
系
の
一
員
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
太
原
生
ま
れ
の

李
通
玄
に
は
、
太
原
に
も
、
又
、
長
安
に
も
唐
王
朝
の
関
係
者
を
中
心
と
す
る
多
く
の
支
援
者
が
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存
在
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
現
代
で
あ
っ
て
も
研
究
書
一
冊
さ
え
出
版

す
る
こ
と
が
甚
だ
困
難
で
あ
る
と
い
う
の
に
、
今
か
ら
千
三
百
年
も
前
に
、
残
っ
て
い
る
だ
け
で

も
四
十
五
巻
も
の
研
究
書
を
上
梓
で
き
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
到
底
、
不
可
能
な
こ
と
で
あ
ろ

う
。
李
通
玄
が
あ
る
程
度
、
原
稿
を
書
き
上
げ
る
度
ご
と
に
、
太
原
で
の
、
或
い
は
長
安
で
の
多

く
の
支
援
者
た
ち
が
、
次
々
と
、
部
数
多
く
、
書
写
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
わ
け
で
、
李
通
玄
の
著
作
の
伝
播
は
、
我
々
が
予
想
す
る
以
上
に
は
る
か
に
早
か
っ
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。

　

神
会
が
南
陽
（
河
南
省
）
の
竜
興
寺
に
入
寺
し
た
の
は
、
開
元
八
年
、
西
暦
七
二
〇
年
、
神
会

が
三
十
六
歳
の
時
で
あ
り
、
奇
し
く
も
李
通
玄
が
『
新
華
厳
経
論
』
四
十
巻
を
完
成
し
、
出
版
し

た
年
と
推
測
さ
れ
る
、
正ま
さ

に
そ
の
年
（
勿
論
、
こ
の
年
以
前
に
出
版
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
充
分

あ
る
）
に
当
た
っ
て
い
る
。
神
会
は
竜
興
寺
に
入
寺
し
、
早
速
、
李
通
玄
の
『
新
華
厳
経
論
』
四

十
巻
を
取
り
寄
せ
た
に
ち
が
い
な
い
。
有
名
な
「
北
宗
」
批
判
の
法
会
、
す
な
わ
ち
滑か
つ

台だ
い

（
河
南

省
）
の
大
雲
寺
で
の
宗
論
を
神
会
が
行
っ
た
の
は
開
元
二
〇
年
、
西
暦
七
三
二
年
、
神
会
、
四
十
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八
歳
の
時
で
あ
る
。
神
会
は
、
こ
の
滑
台
の
宗
論
ま
で
の
十
二
年
間
、
李
通
玄
の
『
新
華
厳
経
論
』

四
十
巻
を
は
じ
め
、
李
通
玄
の
総す
べ

て
の
著
作
を
徹
底
研
究
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の

成
果
が
滑
台
で
の
宗
論
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
神
会
が
『
新
華
厳
経
論
』
四
十
巻
を

は
じ
め
、
李
通
玄
の
著
作
を
読
ん
で
最
も
注
目
し
た
所
は
、
当
然
な
が
ら
李
通
玄
が
無
念
と
い
う

悟
り
の
境
界
を
体
得
し
た
極
頓
の
無
修
、
無
證
、
無
作
、
無
相
、
無
心
の
禅
、
す
な
わ
ち
、
法
界

自
性
無
修
無
證
無
作
無
相
無
心
禅
を
主
張
し
て
い
た
点
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら

ば
、「
無
念
を
立
て
て
宗
と
為
す
」（
大
正
四
八
、
三
三
八
下
。
神
録
・
正
編
一
〇
頁
）
と
い
う
の

が
南
宗
禅
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
南
宗
禅
は
実
質
的
に
は
、
慧
能
の
無
住
の
体
験
か
ら
始
ま
っ
た
の

で
は
な
く
、
李
通
玄
の
法
界
自
性
無
修
無
證
無
作
無
相
無
心
禅
と
い
う
極
頓
の
禅
体
験
に
よ
る
無

念
の
体
得
か
ら
出
発
し
た
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

詳
し
く
は
別
書
『
南
宗
禅
の
祖
は
李
通
玄
で
あ
る
』（
山
喜
房
仏
書
林
よ
り
発
売
予
定
）
を
御
参

照
い
た
だ
け
る
も
の
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。
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三　
　

神
会
は
無
念
の
思
想
と
境
界
と
を
李
通
玄
か
ら
学
ん
だ

　

神
会
が
李
通
玄
に
注
目
す
る
こ
と
に
な
っ
た
根
本
の
理
由
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
神
会
が
真
の

師
と
仰
い
だ
慧
能
は「
応お
う

無む

所し
ょ

住
じ
ゅ
う

而に

生
し
ょ
う

其ご

心し
ん（

応ま
さ

に
住
す
る
所
無な

く
し
て
其
の
心
を
生
ず
べ
し
）」

（
大
正
八
、
七
四
九
下
）
で
、
す
な
わ
ち
無
住
の
思
想
で
開
悟
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
慧
能
自
身

は
無
住
の
哲
学
的
、
或
い
は
思
想
的
意
味
な
ど
に
つ
い
て
は
一
切
語
ら
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
神
会
に
在
っ
て
は
、
神
会
の
前
師
の
神
秀
へ
の
対
抗
上
、
神
会
と
し
て
は

ど
う
し
て
も
無
住
の
哲
学
的
、
或
い
は
思
想
的
意
味
を
知
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
心
境
の
中
で
、
李
通
玄
の
『
新
華
厳
経
論
』
四
十
巻
に
目
を
通
し
て
い
た
と
こ
ろ
、『
新
華

厳
経
論
』
巻
九
（
大
正
三
六
、
七
七
三
下
）
に
、

　
　

�

問
う
て
曰
く
、
云
何
が
仏
の
出
興
を
見
る
や
。
答
え
て
曰
く
、
当
に
自
身
を
見
る
べ
し
。
無

身
、
無
心
、
無
出
、
無
没
、
無
内
、
無
外
、
不
動
、
不
寂
、
無
思
、
無
求
、
世
と
及
び
出
世

と
に
都
て
住
処
無
く
、
心
所
法
無
く
、
法
法
無
く
、
心
心
法
無
く
、
依
性
無
く
、
始
末
無
し
。
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無
依
住
智
を
以
て
斯
く
の
如
き
の
法
を
説
く
。
衆
生
を
教
化
し
て
皆み
な

悟
入
せ
し
む
。
是こ
れ

を
仏

の
出
興
を
見
る
と
名
づ
く
。

と
あ
る
文
章
に
出
会
い
、
深
く
思
い
を
致
す
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち

無
住
の
思
想
が
般
若
の
空
智
慧
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
神
会
が
李
通
玄
に
深
く

傾
倒
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
無
住
の
思
想
が
般
若
の
空
智
慧
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
決

め
手
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、こ
の
こ
と
は
『
南
陽
和
尚
問
答
雑
徴
義
（
以
下
、『
雑
徴
義
』
と
略
称
）』

（
神
録
・
正
編
七
五
頁
）
に
、

　
　

�

答
え
て
曰
く
「
応
に
住
す
る
所
と
こ
ろ

無な

く
し
て
其
の
心
を
生
ず
べ
し
。
但た
だ

無
住
の
心
を
得
れ
ば
、

即
ち
解
脱
を
得
ん
」。

　
　

�

又
、
問
う
「
無
住
な
る
に
、
若い
か
ん為

が
無
住
を
知
ら
ん
」。

　
　

�

答
え
て
曰
く
「
無
住
の
体
上
に
本
智
有
り
。
本
智
を
以
て
能
く
知
る
。
常
に
本
智
を
令し

て
其

の
心
を
生
ぜ
し
む
」。

と
あ
る
こ
と
か
ら
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
無
住
の
思
想
が
見
事
に
本
智
と
合
体
し
て
い
る
の



16

が
確
認
さ
れ
る
。李
通
玄
の
無
依
住
智
そ
の
も
の
で
あ
る
。そ
し
て
般
若
の
空
智
慧
が
本
智
と
な
っ

て
お
り
、
し
か
も
「
無
住
の
体
上
に
本
智
有
り
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
本
智
は
明
ら
か
に

李
通
玄
に
由
来
す
る
と
知
ら
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
李
通
玄
に
あ
っ
て
は
、
一
切
諸
法
の
体
、
相
、

用
に
相
応
す
る
智
慧
を
空
智
慧
と
名
づ
け
、特
に
体
だ
け
に
相
応
す
る
智
慧
を
根
本
智
と
呼
ん
で
、

そ
の
上
、
李
通
玄
は
根
本
智
を
略
し
て
本
智
と
、
し
ば
し
ば
言
い
表
す
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
他ほ
か

に
も
無
住
の
思
想
が
般
若
の
空
智
慧
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
文
章
は
『
新
華
厳
経

論
』
の
中
に
随
処
に
見
う
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
新
華
厳
経
論
』
巻
九
に
は
「
仏
と
は
、
智
体

が
無
依
住
の
義
な
り
」（
大
正
三
六
、
七
七
四
下
）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
無
住
は
般
若
の
空
智

慧
の
体
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
在
り
方
を
仏
と
す
る
と
あ
る
。
又
、
同
じ
く
『
新
華
厳
経
論
』

巻
十
に
は
「
所あ
ら

有ゆ
る

の
分
別
の
本
性
は
清
浄
な
る
こ
と
を
無
依
住
智
と
名
づ
く
。
諸
仏
の
根
本
智
の

如
し
。
禅
波
羅
蜜
の
無
作
の
印
を
以
て
之こ
れ

を
印
す
」（
大
正
三
六
、
七
八
〇
下
）
と
あ
り
、
正ま
さ

に

こ
の
文
章
に
出
会
っ
て
こ
そ
、
師
の
体
験
し
た
無
住
の
世
界
の
何
た
る
か
を
、
神
会
は
心し
ん

底そ
こ

、
徹て
っ

底て
い

、
理
解
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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以
上
よ
り
、
神
会
が
無
念
の
思
想
と
境
界
と
を
李
通
玄
よ
り
学
ん
だ
こ
と
は
明
々
白
々
な
事
実

で
あ
る
と
知
ら
れ
よ
う
。
何
と
な
れ
ば
、
李
通
玄
は
『
新
華
厳
経
論
』
四
十
巻
の
中
で
、
や
は
り

随
処
で
無
念
の
思
想
と
境
界
と
を
語
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
何
故
に
、
神
会
が
注
目
し
、

採と

り
出
し
た
の
が
無
依
住
智
で
は
な
く
、
無
念
の
思
想
と
境
界
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
、
も
う
何
度
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
極
頓
の
禅
で
あ
る
法
界
自
性
無
修
無
證
無
作
無
相
無

心
禅
に
よ
っ
て
、
李
通
玄
が
無
念
と
い
う
悟
り
の
境
界
を
体
解
し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
さ
ら
に

は
終
南
山
系
華
厳
思
想
の
大
成
者
・
法
蔵
（
六
四
五
～
七
一
二
）
が
『
華
厳
五
教
章
』
の
中
で
、

五
教
判
を
論
ず
る
に
当
た
り
、
無
の
頓
教
を
、
す
な
わ
ち
禅
（
＝
無
）
を
、
具
体
的
に
一
念
不
生

と
定
義
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
法
蔵
の
、
こ
の
一
念
不
生
と
い
う
思
想
を
、
李
通
玄
は
自
み
ず
か
ら
の

法
界
自
性
無
修
無
證
無
作
無
相
無
心
禅
と
い
う
極
頓
の
禅
体
験
を
通
じ
て
無
念
と
体
解
し
た
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
で
三
度
目
の
論
述
と
な
る
が
、「
無
念
を
立
て
て
宗
と
為
す
」（
大
正

四
八
、
三
三
八
下
。
神
録
・
正
編
一
〇
頁
）
と
い
う
の
が
南
宗
禅
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
南
宗
禅
の

実
質
上
の
始
ま
り
は
、
慧
能
の
無
住
の
禅
体
験
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
李
通
玄
の
法
界
自
性
無
修
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無
證
無
作
無
相
無
心
禅
と
い
う
極
頓
の
禅
に
基
づ
く
無
念
の
禅
体
験
に
あ
る
と
知
ら
れ
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
神
会
が
李
通
玄
を
介
さ
ず
に
、
直
接
、
法
蔵
の
一
念
不
生
か
ら
無
念
を
思
い
つ
い

た
の
で
は
な
い
か
と
の
、
或
い
は
無
念
と
い
う
言
葉
が
存
す
る
『
起
信
論
』
や
『
孔
目
章
』
な
ど

の
他
の
典
籍
か
ら
学
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
も
為
し
得
よ
う
が
、
以
上
の
論
述
よ
り
、
そ

の
推
論
は
成
り
立
ち
得
な
い
と
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
神
会
の
主
張
す
る
無
念
が

李
通
玄
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
確
か
な
証
拠
を
、
こ
こ
で
は
一
つ
だ
け
示
し
て
お
こ
う
。

　

李
通
玄
は
極
頓
の
禅
体
験
の
中
で
、
無
念
を
会
得
し
た
た
め
に
、
李
通
玄
の
無
念
の
理
解
に

は
、
数
々
の
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
的
理
解
が
存
在
す
る
。
中
で
も
最
も
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
は
「
一
念

は
無
念
（
な
り
）」（
大
正
三
六
、
九
四
〇
上
）
で
あ
る
。
こ
の
言
句
は
概
念
的
理
解
の
立
場
か
ら

は
、
或
い
は
思
惟
の
立
場
か
ら
は
、
矛
盾
の
言
句
と
し
か
受
け
取
れ
な
い
。
だ
が
、『
新
華
厳
経

論
』
巻
三
十
二
に
「
一
念
は
無
念
に
し
て
身
心
の
諸
見
、
已
に
亡
ず
る
が
如
き
は
、
便
ち
如
来
の

無
性
の
妙
理
の
正
智
慧
の
家
に
生
ず
」（
大
正
三
六
、
九
四
〇
上
）
と
あ
り
、
身
心
倶
亡
の
極
頓

の
禅
体
験
が
、
そ
の
ま
ま
で
「
一
念
は
無
念
（
な
り
）」
の
境
界
で
あ
る
と
李
通
玄
は
述
べ
て
い
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る
。
確
か
に
「
一
念
は
無
念
（
な
り
）」
は
、
李
通
玄
の
極
頓
の
禅
体
験
か
ら
生
ま
れ
た
言
句
で

あ
る
と
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
李
通
玄
の
独
創
に
な
る
、
こ
の
言
句
が
、
ず
ば
り

4

4

4

神
会
の
『
雑
徴

義
』
の
中
に
出
て
く
る
。「
無
念
は
即
ち
是
れ
一
念
」（
神
録
・
正
編
九
七
頁
）
と
あ
る
の
が
そ
れ

で
あ
る
。
前
後
に
、
そ
の
理
由
を
示
す
文
言
も
一
切
な
く
、
い
き
な
り
「
無
念
は
即
ち
是
れ
一
念
」

と
出
て
き
て
い
る
。
明
ら
か
に
李
通
玄
か
ら
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
知
ら
れ
よ
う
。

　

つ
い
で
な
が
ら
、
ざ
っ
と

4

4

4

で
は
あ
る
が
、
筆
者
が
気
づ
い
た
限
り
、
無
念
の
思
想
と
境
界
と
の

外ほ
か

に
、
神
会
が
李
通
玄
よ
り
学
ん
だ
で
あ
ろ
う
思
想
、
或
い
は
境
界
を
記
し
て
お
こ
う
。
こ
れ
ら

の
事
柄
は
、
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
神
会
は
無
念
の
思
想
と
境
界
と
を
李
通
玄
よ
り
学
ん
だ
と
い

う
こ
と
の
證
拠
と
な
ろ
う
。
例
え
ば
『
雑
徴
義
』（
神
録
・
正
編
九
二
頁
）
に
、

　
　

�

和
上
言
く
、（
前
文
、
省
略
）。
花
厳
経
に
云
く
、
十
信
の
初
に
、
金
剛
慧
を
発
し
、
便
ち
正

覚
を
成
す
。
菩
提
の
法
に
、
何
の
次
第
か
有
ら
ん
。（
後
文
、
省
略
）。

と
あ
り
、
同
じ
く
『
雑
徴
義
』（
神
録
・
正
編
一
一
八
頁
）
に
、

　
　

�

和
尚
云
く
、（
前
文
、
省
略
）。
十
信
の
初
発
心
に
、
一
念
相
応
し
て
便
ち
正
覚
を
成
す
。（
後
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文
、
省
略
）。

と
あ
る
。
全
体
的
に
観み

て
、
李
通
玄
の
思
想
と
李
通
玄
が
良
く
使
う
言
葉
と
か
ら
成
り
立
っ
て
い

る
と
知
ら
れ
る
。
先
ず
、
前
半
の
引
用
文
中
に
「
花
厳
経
に
云
く
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
全
く
の

虚
偽
の
言
葉
で
あ
り
、
本
来
な
ら
ば
「
李
通
玄
云
く
」
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
に
「
李

通
玄
云
く
」
と
し
な
か
っ
た
の
か
、
に
つ
い
て
は
、
本
拙
論
の
「
四　
　

何
故
に
神
会
は
無
念
の

思
想
と
境
界
と
を
李
通
玄
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
隠
し
た
の
か
」
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
さ

て
、
前
後
の
引
用
文
は
基
本
的
に
は
同
じ
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
十
信
位
の
初
心
が

発
菩
提
心
で
あ
り
、
か
つ
十
信
位
の
初
位
が
正
覚
を
成
す
る
位
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
『
華
厳
経
』
の
原
文
で
は
、
十
住
位
の
初
心
が
発
菩
提
心
で
あ
り
、
か
つ
十
住
位
の

初
位
が
正
覚
を
成
す
る
位
で
あ
る
、
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
相
違
は
何
処
か
ら
生
じ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
言
う
ま
で
も
な
く
、『
新
華
厳
経
論
』
巻
二
十
九
（
大
正
三
六
、
九
一
九
下
）
に
、

　
　

�

初
発
心
に
便
ち
成
仏
す
と
は
、（
中
間
省
略
）。
以
て
此こ

れ
は
十
信
心
を
説
く
。

と
あ
り
、
同
じ
く
『
新
華
厳
経
論
』
巻
二
十
九
（
大
正
三
六
、
九
二
一
上
～
中
）
に
、
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�

第
二
会
の
普
光
明
殿
は
、（
中
間
省
略
）、十
箇
の
智
仏
を
説
き
、不
動
智
仏
を
以
て
首
と
為
し
、

以
て
信
も
て
修
行
を
進
む
る
の
門
と
為
す
。
初
発
菩
提
心
の
者
を
し
て
此
の
普
光
明
、
大
智

の
宅
従
り
、
信
を
起
こ
し
、
修
行
を
進
め
し
む
。
畢
竟
じ
て
如
来
の
本
智
、
本
行
、
本
時
を

離
れ
ず
し
て
還
っ
て
本
仏
を
成
さ
し
む
（
普
光
明
殿
も
普
光
明
、
大
智
の
宅
も
十
信
位
の
殿

で
あ
り
宅
で
あ
る
。
筆
者
の
註
）。

と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
、
李
通
玄
は
『
華
厳
経
』
の
本
来
の
説
で
あ
る
十
住
位
の
初
心
で
の

発
菩
提
心
も
認
め
、
か
つ
十
住
位
の
初
位
で
の
成
じ
ょ
う

正
し
ょ
う

覚が
く

も
認
め
て
い
る
。
で
あ
る
の
に
李
通
玄

は
何
故
に
十
信
位
の
初
心
、
初
位
で
の
発
菩
提
心
、
成
正
覚
を
も
敢
え
て
加
え
て
設
定
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
李
通
玄
が
、
信
心
は
迷
い
の
心
で
あ
る
と
見
做
し
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
迷

い
の
心
と
し
て
の
信
心
を
悟
り
の
心
に
転
換
せ
ん
と
す
る
行
為
が
修
行
な
の
だ
と
李
通
玄
は
理
解

し
、
し
た
が
っ
て
信
心
は
修
行
の
根
拠
の
心
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
修
行
の

出
発
点
と
し
て
の
十
信
位
の
初
心
、
初
位
で
の
発
菩
提
心
、
成
正
覚
が
説
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
李
通
玄
は
『
華
厳
経
』
を
実
践
の
立
場
か
ら
、
或
い
は
修
行
の
立
場
か
ら
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把
握
し
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
の
信
心
に
関
す
る
李
通
玄
独
自
の
理
解
の
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
象
徴

す
る
代
表
の
事
柄
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
同
じ
く
実
践
、
修
行
に
生
き
る
神
会
は
『
華
厳
経
』
の

本
来
の
説
で
は
な
く
、
こ
の
李
通
玄
の
独
創
の
説
に
大
い
に
感
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
李
通
玄
に

よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
十
信
位
の
初
心
、
初
位
で
の
発
菩
提
心
、
成
正
覚
と
い
う
学
説
を
取
り
容
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
李
通
玄
の
学
説
に
は
、
特
に
神
会
は
感
銘
を
受
け

た
ら
し
く
、発
菩
提
心
や
成
正
覚
を
は
じ
め
、こ
れ
に
関
連
す
る
言
葉
、言
句
、思
想
（
例
え
ば
、「
十

信
初
発
心
、
一
念
相
応
便
成
正
覚
」、「
初
発
心
時
、
便
登
仏
地
、
無
去
来
今
、
畢
竟
解
脱
」
な
ど
）

を
神
会
は
随
処
で
繰
り
返
し
使
っ
て
い
る
。

　

そ
の
外
、「
一
念
相
応
、
便
成
正
覚
」、「
衆
生
本
有
無
師
智
、
自
然
智
」、「
十
信
初
発
心
、
一

念
相
応
便
成
正
覚
」、「
無
念
以
為
解
脱
法
身
」、「
如
是
因
果
宛
然
、
生
滅
本
無
、
何
仮
修
習
」、

「
無
定
乱
」、「
無
證
者
、
道
性
倶
無
所
得
」、「
初
発
心
時
、
便
登
仏
地
、
無
去
来
今
、
畢
竟
解
脱
」、

「
一
時
斉
等
」、「
一
時
成
仏
」、「
虚
空
以
無
大
小
、
亦
無
中
辺
」、「
神
無
方
所
」、「
虚
無
之
理
」、

「
一
念
消
除
、
性
体
無
生
」（
以
上
、
す
べ
て
『
雑
徴
義
』
の
中
の
言
句
。
何
故
に
、
李
通
玄
に
密
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接
に
関
わ
る
言
句
、
言
葉
、
思
想
が
『
雑
徴
義
』
に
集
中
し
て
い
る
の
か
と
言
え
ば
、『
雑
徴
義
』

は
神
会
の
〝
表
に
は
出
せ
な
い
、
裏
の
実
状
を
、
す
な
わ
ち
李
通
玄
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
自
然
の

う
ち
に
吐
露
し
て
い
る
、
言
わ
ば
本
音
〟
を
集
め
た
語
録
、
話
録
だ
か
ら
で
あ
る
。）
な
ど
、
ま

だ
ま
だ
外
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
言
句
の
す
べ
て
、『
新
華
厳
経
論
』
の
中
の
言
葉

そ
の
も
の
か
、
或
い
は
神
会
が
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
極
頓
の
禅
や
戒
を
は

じ
め
実
践
に
関
連
し
た
事
項
に
関
し
て
は
、
別
書
『
神
会
は
坐
禅
の
否
定
や
戒
の
思
想
も
李
通
玄

か
ら
学
ん
だ
』（
山
喜
房
仏
書
林
よ
り
発
売
予
定
）
を
御
参
照
い
た
だ
け
る
も
の
な
ら
ば
幸
い
で

あ
る
。

　
　

四　
　

�

何
故
に
神
会
は
無
念
の
思
想
と
境
界
と
を
李
通
玄
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
隠
し
た
の
か

　

何
故
に
神
会
は
無
念
の
思
想
と
境
界
と
を
李
通
玄
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
隠
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
の
理
由
は
三み
っ

つ
あ
る
。
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一
つ
に
は
、
こ
れ
が
根
本
の
理
由
で
あ
る
が
、
誰
で
も
す
ぐ
に
思
い
当
た
る
で
あ
ろ
う
が
、
も

し
無
念
の
思
想
と
境
界
と
を
李
通
玄
か
ら
学
ん
だ
と
明
示
し
、
宣
言
し
、
公
に
し
た
と
す
れ
ば
、

「
無
念
を
立
て
て
宗
と
為
す
」（
大
正
四
八
、
三
三
八
下
。
神
録
・
正
編
一
〇
頁
）
と
い
う
の
が
南

宗
禅
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
当
然
な
が
ら
、
李
通
玄
が
南
宗
禅
の
祖
で
あ
る
と
世
間
に

向
か
っ
て
公
言
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
慧
能
を
六
祖
に
仕
立
て
上
げ
よ
う
と
目も
く

論ろ

ん
で
い

る
神
会
に
と
っ
て
は
、
南
宗
禅
の
南
宗
禅
た
る
所ゆ
え
ん以

を
示
す
無
念
の
思
想
と
境
界
と
を
李
通
玄
か

ら
学
ん
だ
と
は
、
口
が
裂
け
て
も
言
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
無
念
の
思
想
の
典
拠

も
例
え
ば
『
小
品
般
若
波
羅
蜜
経
』
と
い
っ
た
、
李
通
玄
の
著
作
で
は
な
い
典
籍
に
求
め
る
こ
と

に
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
言
え
ば
、
例
え
ば
前
に
述
べ
た
と
こ
ろ
の
十
信
位
の
初
心
、
初
位
で
の
発
菩
提
心
、

成
正
覚
の
学
説
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
こ
の
学
説
は
李
通
玄
し
か
主
張
し
得
な
い
、
李
通
玄
の
独

創
に
な
る
学
説
で
あ
る
。
神
会
は
明
ら
か
に
李
通
玄
の
『
新
華
厳
経
論
』
か
ら
、
こ
の
学
説
を
学

ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
神
会
は
、
李
通
玄
の
名
を
ひ
た
隠
し

4

4

4

4

に
隠
し
「
華
厳
経
に
云
く
」
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と
虚
偽
の
言
句
を
述
べ
、
記
し
て
い
る
。
神
会
は
無
念
の
思
想
と
境
界
と
を
李
通
玄
か
ら
学
ん
だ

と
い
う
事
実
を
前
述
の
理
由
に
よ
り
何
と
し
て
も
隠
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

二
つ
に
は
、
出
家
者
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
の
た
め
で
あ
る
。
自
ら
の
思
想
や
境
界
の
根
幹
が
在

俗
の
仏
教
徒
、
す
な
わ
ち
居
士
の
仏
教
者
か
ら
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
な
ど
と
は
、
こ
れ
又
、
出
家

者
と
し
て
は
口
が
裂
け
て
も
言
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
何
も

神
会
ば
か
り
で
は
な
く
、
李
通
玄
か
ら
根
本
的
な
思
想
や
境
界
の
部
分
で
大
き
な
影
響
を
受
け
て

い
る
学
僧
や
修
行
僧
の
全
員
が
、
李
通
玄
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
ひ
た
隠
し

4

4

4

4

に
隠
し
、
李
通
玄
を
抹

殺
せ
ん
と
し
て
い
る
。
そ
の
最
た
る
人
物
が
宗
密
で
あ
る
が
、こ
こ
で
は
時
代
的
に
神
会
に
近
く
、

生
存
年
代
も
重か
さ

な
る
澄
観
の
悪
辣
ぶ
り

4

4

4

4

を
御
紹
介
申
し
上
げ
た
い
。

　

澄
観
は
自
ら
の
華
厳
教
学
の
柱
で
あ
る
教
判
論
を
構
築
す
る
に
当
た
り
、
す
な
わ
ち
実
質
的
な

立
教
開
宗
に
当
た
り
、華
厳
思
想
の
全
体
を
大
き
く
、「
以
義
分
教
」（
大
正
三
五
、五
一
二
中
）と「
依

教
分
宗
」（
大
正
三
五
、
五
一
二
中
）
と
の
二
つ
に
分
け
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
明

ら
か
に
李
通
玄
の
教
判
論
に
於
け
る
二
大
分
類
法
で
あ
る
「
依
教
分
宗
」（
大
正
三
六
、
七
二
一
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中
）
と
「
依
宗
教
別
」（
大
正
三
六
、
七
二
一
中
）
と
を
参
考
に
し
、
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
は
確
か
な
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
澄
観
は
、
一
切
、
全
く
、
こ
の
こ
と
に
は
口
を

閉
ざ
し
て
い
る
。
李
通
玄
の
「
李
」
の
字
も
言
っ
て
い
な
い
。
思
想
の
根
幹
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
神

会
と
同
様
に
、
居
士
の
仏
教
者
・
李
通
玄
か
ら
学
ん
だ
と
は
、
口
が
裂
け
て
も
言
え
な
か
っ
た
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。
澄
観
は
、
こ
の
外
に
も
、
自
み
ず
か
ら
の
観
法
で
あ
る
三
聖
円
融
観
に
つ
い
て
も
、

又
、
華
厳
と
い
う
言
葉
の
定
義
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
は
又
、
仏
の
定
義
に
つ
い
て
も
、
或
い
は

又
、
澄
観
の
華
厳
哲
学
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
一
真
法
界
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
み
な
李
通
玄
か

ら
学
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
こ
と
を
澄
観
は
、
ひ
た
隠
し

4

4

4

4

に
隠
し
て
い
る
。
以
上
の

論
述
よ
り
、
次
の
こ
と
が
言
え
よ
う
。
南
宗
禅
の
実
質
上
の
祖
は
李
通
玄
で
あ
る
の
に
、
禅
界
か

ら
李
通
玄
を
隠
蔽
し
、
排
除
し
た
、
そ
の
元
凶
は
神
会
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
華
厳
界
か
ら
李
通

玄
を
排
除
し
、
黙
殺
し
た
、
そ
の
元
凶
は
澄
観
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
禅
界
と
華
厳
界
と
の
両
方

か
ら
李
通
玄
を
黙
殺
し
、
抹
殺
し
た
、
そ
の
元
凶
は
宗
密
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
宗
密

は
、『
華
厳
経
』
の
本
来
の
在
り
方
を
示
す
李
通
玄
の
教
禅
相
即
円
融
（
説
）
を
一
切
排
除
し
て
、
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さ
ら
に
は
李
通
玄
が
無
念
を
体
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
し
か
も
南
宗
禅
の
根
本
の
禅
と
な
っ
た

法
界
自
性
無
修
無
證
無
作
無
相
無
心
禅
と
い
う
極
頓
の
禅
を
一
切
黙
殺
し
て
、
さ
ら
に
は
又
、
南

宗
禅
の
実
質
上
の
祖
と
し
て
の
李
通
玄
の
存
在
そ
の
も
の
を
一
切
抹
殺
し
て
、
砂
上
の
楼
閣
に
す

ぎ
な
い
教
禅
一
致
説
を
、
も
っ
と
も
ら
し
く
捏
造
し
た
の
で
あ
る
。

　

三
つ
に
は
、
自
己
の
立
場
が
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
自
己
自
身
の
プ
ラ
イ
ド
が
許
さ
な
い
と

い
う
こ
と
な
の
で
、
根
本
の
精
神
構
造
と
し
て
は
二
つ
目
と
同
じ
で
あ
る
。
自
ら
の
根
幹
の
思
想

や
境
界
が
、
他
者
に
由
来
す
る
と
明
ら
か
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
自
己
の
学
者
と
し
て
の
、
或
い

は
修
行
者
と
し
て
の
存
在
根
拠
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
人
は
、
自
己
の
思
想
や
境
界
の
根
幹
を
構

築
す
る
に
当
た
り
、
と
り
わ
け
、
そ
の
核
心
部
分
に
つ
い
て
依
拠
し
た
典
籍
や
人
物
を
公
言
す
る

こ
と
は
絶
対
に
な
い
。
前
述
し
た
如
く
、
自
己
の
存
在
根
拠
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

神
会
し
か
り
、
澄
観
し
か
り
、
さ
ら
に
は
、
本
拙
論
で
は
詳
細
な
具
体
的
な
例
は
挙
げ
な
か
っ
た

が
、
宗
密
し
か
り
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　

以
上
の
論
述
で
、
神
会
は
無
念
の
思
想
と
境
界
と
を
李
通
玄
か
ら
学
ん
だ
の
だ
と
い
う
こ
と
が

完
璧
に
證
明
で
き
て
い
る
と
御
判
断
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
う
。

　

又
、
こ
の
事
実
か
ら
、
南
宗
禅
は
実
質
的
に
は
李
通
玄
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
り
、
南
宗
禅
の

祖
は
実
質
上
は
李
通
玄
で
あ
り
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
南
宗
禅
の
祖
は
六
祖
慧
能
で
は
な
い
と
知
ら

れ
よ
う
。
こ
の
結
果
の
影
響
力
た
る
や
計
り
知
れ
な
い
。
千
三
百
年
に
わ
た
る
南
宗
禅
思
想
・
思

想
史
が
、
そ
の
根
本
の
と
こ
ろ
で
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
南
宗
禅
思

想
・
思
想
史
に
関
す
る
一
切
の
研
究
も
、
又
、
宗
密
の
教
禅
一
致
説
も
「
は
じ
め
に
」
で
も
論
じ

た
よ
う
に
、
砂
上
の
楼
閣
と
化
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
当
然
な
が
ら
伝
統
諸
禅
宗

に
於
け
る
嗣
法
の
体
系
、す
な
わ
ち
法
系
の
存
在
に
つ
い
て
も
、そ
の
正
統
性
が
消
滅
し
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
伝
統
諸
禅
宗
そ
の
も
の
の
正
統
性
も
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
李
通
玄
の
極
頓
の
禅
を
百
パ
ー
セ
ン
ト
受
け
継
い
で
い
る
の
は
『
臨
済
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録
』
の
み
で
あ
り
、
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
受
け
継
い
で
い
る
の
は
『
大
慧
語
録
』
の
み
で
あ
る
。
こ

の
二
種
の
語
録
の
み
、
正
真
正
銘
の
南
宗
禅
の
語
録
と
言
え
る
。

　

さ
ら
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
南
宗
禅
思
想
・
思
想
史
研
究
は
、
こ
れ
又
、「
は
じ
め
に
」
で
も
述

べ
た
よ
う
に
、
人
物
と
し
て
は
李
通
玄
、
典
籍
と
し
て
は
李
通
玄
の
『
新
華
厳
経
論
』
と
『
決
疑

論
』
と
『
十
明
論
』、
学
説
と
し
て
は
李
通
玄
の
教
禅
相
即
円
融
（
説
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
又
、
こ
れ
か
ら
は
『
六
祖
壇
経
』（「
坐
禅
＝
漸
悟
の
修
行

方
法
」
の
実
践
書
）
に
代
わ
っ
て
、
李
通
玄
の
『
十
明
論
』（「
観
法
＝
頓
悟
の
修
行
方
法
」
の
実

践
書
）
が
南
宗
禅
の
根
本
の
実
践
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

最
後
に
『
六
祖
壇
経
』（
以
下
、『
壇
経
』
と
略
称
）
に
つ
い
て
極
め
て
簡
単
に
で
は
あ
る
が
論

じ
て
お
こ
う
。
既
に
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
『
壇
経
』
は
神
会
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
の
は
、

筆
者
も
、ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
考
え
る
。そ
れ
は
、『
壇
経
』の
思
想
や
境
界
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
、

李
通
玄
の
三
種
の
典
籍
中
の
思
想
や
境
界
と
相
応
す
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
壇
経
』
は
、

神
会
が
、
李
通
玄
の
三
種
の
典
籍
中
か
ら
取
り
出
し
た
思
想
や
境
界
を
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
採
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用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
部
分
と
、
神
会
が
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
採
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

部
分
と
、
さ
ら
に
は
李
通
玄
の
影
を
消
す
た
め
に
、
李
通
玄
と
は
全
く
関
係
の
な
い
諸
思
想
や
諸

境
界
を
諸
経
典
や
諸
禅
籍
か
ら
取
り
出
し
て
、
そ
の
取
り
出
し
た
諸
思
想
や
諸
境
界
を
、
李
通
玄

に
由
来
し
て
い
る
諸
思
想
や
諸
境
界
の
上
に
ふ
り
か
け
覆
っ
て
い
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

部
分
と
、
或
い
は
取
り
出
し

た
、
李
通
玄
と
は
全
く
関
係
の
な
い
諸
思
想
や
諸
境
界
を
李
通
玄
に
由
来
す
る
諸
思
想
や
諸
境
界

と
ま
ぶ
し
混
ぜ
合
わ
せ
て
い
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

部
分
と
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
、
筆
者
に
は
思
え
る
か
ら
で
あ

る
。
今
、
筆
者
は
『
南
宗
禅
の
祖
は
李
通
玄
で
あ
る
』
と
『
神
会
は
坐
禅
の
否
定
や
戒
の
思
想
も

李
通
玄
か
ら
学
ん
だ
』
と
『
李
通
玄
と
神
会
と
六
祖
壇
経
』
と
を
執
筆
中
で
あ
る
。
特
に
三
番
目

の
拙
書
に
於
い
て
『
六
祖
壇
経
』
の
成
立
事
情
や
思
想
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
論
究
し
て
い
る
の

で
、『
六
祖
壇
経
』
に
つ
い
て
は
こ
の
三
番
目
の
拙
書
（
近
日
中
に
、
三
種
の
拙
書
す
べ
て
東
大

赤
門
前
の
山
喜
房
仏
書
林
よ
り
発
売
予
定
）
を
御
参
照
い
た
だ
け
る
も
の
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。
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あ
と
が
き

　

李
通
玄
の
研
究
を
始
め
て
約
四
十
年
、
筆
者
は
、
こ
の
歳
（
現
在
、
六
十
八
歳
）
に
な
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
論
文
を
書
く
こ
と
に
な
る
と
は
夢
想
だ
に
し
な
か
っ
た
。
約
千
三
百
年
間
も
、
禅
界

の
、
或
い
は
華
厳
界
の
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
て
い
た
李
通
玄
。
不
当
な
扱
い
を
受
け
て
き
た
李
通

玄
。
よ
う
や
く
陽
が
当
た
る
所
に
居
場
所
を
得
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
さ
ぞ
か
し
、
李
通
玄
は

溜
飲
を
下
げ
、
快
哉
の
叫
び
声
を
上
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
法
蔵
、
澄
観
、
宗
密
に
代
わ
っ

て
、
李
通
玄
の
時
代
が
千
三
百
年
ぶ
り
に
や
っ
て
来
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　

筆
者
の
恩
師
の
鎌
田
茂
雄
先
生
が
、
い
つ
の
頃
だ
っ
た
か
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
「
私
は
宗
密
の

研
究
で
学
士
院
賞
を
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、と
て
も
公
に
は
言
え
な
い
が
、小
島
君
だ
け
に
は
言
っ

て
お
く
よ
（
筆
者
は
東
大
で
の
鎌
田
先
生
の
唯
一
人
の
直
弟
子
で
あ
っ
た
の
で
）。
宗
し
ゅ
う

密み
つ

と
い
う

ヤ
ツ
は
、
と
ん
で
も
な
い
悪わ
る

者も
の

で
、
中
国
一
の
大
ウ
ソ
つ
き
者
な
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
宗
密
が
言
っ

て
い
る
こ
と
を
否
定
す
れ
ば
、
そ
れ
が
本
当
の
中
国
仏
教
だ
よ
。
み
ん
な
知
ら
ず
に
宗
密
を
基
準
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に
し
て
、
い
ろ
い
ろ
と
研
究
し
て
い
る
け
れ
ど
、
み
ん
な
大
ウ
ソ
の
研
究
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
る

ヨ
。
勿
論
、
私
の
研
究
だ
っ
て
全
部
、
大
ウ
ソ
だ
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
今
さ
ら
な
が
ら
恩
師

の
炯
眼
に
脱
帽
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

李
通
玄
が
主
著
の
『
新
華
厳
経
論
』
四
十
巻
を
著
し
た
の
は
、
前
述
し
た
如
く
李
通
玄
が
七
十

五
歳
か
ら
八
十
五
歳
に
か
け
て
の
時
で
あ
る
。
李
通
玄
と
共
に
生
き
て
き
た
筆
者
で
あ
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
李
通
玄
を
見
習
い
、
筆
者
は
、
ま
だ
ま
だ
準
備
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
考
え
、
七
十
五

歳
か
ら
八
十
五
歳
の
間
に
大お
お

仕し

事ご
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の
準
備
と
い
う
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
精

進
を
重
ね
た
い
。

　
　
　

平
成
二
十
七
年
九
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
義
臨
済
禅
宗　

宗
祖

華
厳
学
研
究
所　

所
長　
　

小
島
岱
山　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

博
士
（
文
学
）
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富
士
北
麓　

華
厳
三
聖
円
融
観
法
修
禅
堂
に
て
記
す
。
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著
者
略
歴

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
年
）　

東
京
生
ま
れ
。

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
年
）　

東
京
大
学
文
学
部
印
度
哲
学
科
卒
業
。

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
年
）　��

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
博
士

課
程
満
期
修
了
。

平
成　
　

七
年
（
一
九
九
五
年
）　

東
京
大
学
に
て
博
士
（
文
学
）
号
を
取
得
。

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
年
）　�

四
月
に
臨
済
宗
向
嶽
寺
派
向
嶽
寺
僧
堂�

師

家
を
自
主
退
任
。
同
年
七
月
、
李
通
玄
と

臨
済
義
玄
と
大
慧
宗
杲
と
に
依
る
真
義
臨

済
禅
、
真
義
臨
済
宗
を
創
唱
。

現
在　
　

七
年
（
一
九
九
五
年
）　�

真
義
臨
済
宗�

宗
祖
。
真
義
臨
済
禅�

師
家
。

華
厳
学
研
究
所�

所
長
。
東
京
大
学
仏
教
青

年
会
坐
禅
会�

師
家
。
東
京
大
学
Ｅ
Ｍ
Ｐ�

講

師
（
無
の
哲
学
、
無
の
文
化
の
講
義
。
並

び
に
公
案
禅
指
導
）。

神
会
は
無
念
の
思
想
と
境
界
と
を
李
通
玄
か
ら
学
ん
だ

著
者

発
行
者

発
行
所

発
売
所

華
厳
学
研
究
所

小

島

岱

山

山
喜
房
佛
書
林

東
京
都
羽
村
市
羽
加
美
四

－

十
二

－

三
十

電　

話　

〇
四
二

－

五
五
四

－

二
一
二
八

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
二

－

五
七
九

－

一
五
二
八

東
京
都
文
京
区
本
郷
五

－

二
八

－

五

電　

話　

〇
三

－

三
八
一
一

－

五
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三

－

三
八
一
五

－

五
五
五
四

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
年
）
九
月
十
日　

初
版
発
行

同
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
十
日　

改
訂
版
発
行
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